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の
ガ
ン
バ
大
阪
の
試
合
開
催
日
の
駐
車
場

対
策
や
交
通
対
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

 
答    
地
教 　
株
式
会
社
ガ
ン
バ
大
阪
は
、
万

博
記
念
公
園
の
駐
車
場
を
最
大
で
２
０
０

０
台
分
借
り
、
事
前
予
約
制
と
す
る
こ
と

で
自
家
用
車
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
促
進
策
と
し
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の

増
便
や
臨
時
バ
ス
の
運
行
な
ど
を
計
画
さ

れ
て
い
る
。

大
阪
市
立
弘
済
院
の
開
発
に
つ
い
て

 

問 　
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
千
里
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
と
併
せ
て
、

古
江
台
連
合
自
治
協
議
会
が
策
定
し
た
、

古
江
台
住
区
の
住
環
境
を
守
る
た
め
の
自

主
ル
ー
ル
（
古
江
台
方
式
）
を
遵
守
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答    

都
整 　
今
年
度
中
に
処
分
予
定
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
用
地
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
に
対

し
、
同
指
針
の
遵
守
等
を
売
却
条
件
と
し

て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

政
府
等
へ
意
見
書

　
次
の
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、

政
府
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

◇�

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
保
険

適
用
及
び
脳
脊
髄
液
減
少
症
の

治
療
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　

次
の
事
項
を
早
期
に
実
現
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。
⑴
脳
脊
髄
液
減
少
症
の

治
療
法
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
を

保
険
適
用
と
す
る
こ
と
⑵
厚
生
労
働
省

の
研
究
事
業
に
お
い
て
、
18
歳
未
満
の
症

例
を
加
え
る
こ
と
⑶
脳
脊
髄
液
減
少
症

の
早
期
発
見
、早
期
治
療
の
た
め
、医
療
関

係
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
徹
底
す
る
こ
と
。

�

（
全
員
賛
成
）

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
「
新
た
な
患
者
窓

口
負
担
増
を
や
め
、
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
医
療
を
求
め
る
意
見
書
案
」、「
地
方
自

治
を
尊
重
し
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
強

行
し
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書
案
」
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
し

ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

　
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
主
な

議
案
に
つ
い
て
、
審
査
し
た
内
容
の

一
部
（
主
な
質
疑
項
目
、
意
見
の
概

要
）
を
お
伝
え
し
ま
す
。

財

政

総

務

事
務
分
掌
条
例
及
び

教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
の

特
例
条
例
の
一
部
改
正

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

企
画
政
策
室
と
財
政
室
の
統
合
に
よ
り

権
限
が
集
中
す
る
こ
と
へ
の
懸
念

○�

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
項
を
教
育
委
員

会
か
ら
市
長
部
局
の
都
市
魅
力
部
に

移
管
す
る
理
由

○�

こ
ど
も
部
か
ら
児
童
部
に
名
称
変
更
す

る
根
拠

○�

千
里
再
生
室
の
業
務
を
分
割
し
て
移
管

す
る
都
市
計
画
部
と
土
木
部
の
連
携

強
化
の
必
要
性

○�
中
核
市
へ
の
移
行
を
検
討
す
る
新
た
な

部
局
の
有
無

○�

組
織
改
正
に
伴
い
、
行
政
組
織
の
縦
割

り
が
強
ま
る
こ
と
へ
の
懸
念

○�

組
織
改
正
に
掛
か
る
コ
ス
ト

○�

組
織
改
正
に
関
す
る
市
民
へ
の
周
知
方

法

　
︿
意
見
の
概
要
﹀

　
１　
本
年
４
月
か
ら
新
し
い
名
称
の
部
、

室
、
課
が
い
く
つ
か
増
え
る
半
面
、
名
称

が
消
え
る
部
、
室
、
課
も
あ
り
、
来
庁
さ

れ
る
市
民
が
混
乱
し
な
い
よ
う
適
切
な
対

応
を
求
め
る
。

　

２　

債
権
管
理
課
に
つ
い
て
は
、
社
会

保
障
に
直
結
す
る
債
権
も
多
く
、
市
民
に

対
し
厳
し
い
徴
収
を
行
う
機
関
と
な
ら
な

い
よ
う
、
ま
た
組
織
を
肥
大
化
さ
せ
な
い

よ
う
要
望
す
る
。

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

�

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

住
民
票
の
写
し
の
交
付
手
数
料
等
が
、

本
庁
等
で
の
窓
口
交
付
よ
り
も
多
機

能
端
末
機
に
よ
る
交
付
の
方
が
安
く

な
る
理
由

○�

窓
口
交
付
に
係
る
経
費
の
う
ち
人
件
費

が
占
め
る
割
合

○�

端
末
機
に
よ
る
交
付
が
増
え
る
こ
と
に

伴
う
窓
口
交
付
に
係
る
人
件
費
の
削

減
見
込
み

○�

端
末
機
の
操
作
方
法
等
に
関
す
る
相
談

体
制
の
強
化

○�

手
数
料
免
除
対
象
者
の
端
末
機
の
利
用

の
可
否

○�

基
本
方
針
に
基
づ
く
手
数
料
算
定
に
お

い
て
、
公
費
負
担
割
合
を
設
定
し
な
い

こ
と
の
合
理
性

　
︿
反
対
意
見
の
概
要
﹀

　

高
齢
者
等
の
多
機
能
端
末
機
を
使
い

髄液漏れによる頭痛等の仕組みとその治療法

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

m
l 12

衝撃などで硬膜に
穴が開き、髄液が
漏れる

頭痛などが
起こる

脳

硬
膜

髄
液

脊
髄

ブラッドパッチ療法
髄液が漏れている付近に自分の
血液を注入し、穴を塞ぐ治療法
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こ
な
せ
な
い
方
と
使
い
こ
な
せ
る
方
と
の

間
に
、
料
金
格
差
を
つ
け
る
こ
と
に
合
理

的
な
理
由
は
な
く
、
同
一
料
金
に
設
定
す

べ
き
で
あ
り
、
賛
成
で
き
な
い
。

文

教

産

業

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

使
用
料
の
算
定
根
拠

○�

使
用
料
改
定
を
契
機
と
し
た
稼
働
率
向

上
策
の
実
施

○�

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
団
体
へ
の

使
用
料
減
免
の
必
要
性

　
︿
意
見
の
概
要
﹀

　
減
免
基
準
の
統
一
化
に
よ
り
、
利
用
状

況
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
公
の
施
設

の
在
り
方
か
ら
見
て
、
改
善
す
べ
き
問
題

で
あ
り
、
こ
の
点
を
し
っ
か
り
と
検
討
さ

れ
た
い
。

市
民
プ
ー
ル
条
例
の
一
部
改
正

�

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

市
民
プ
ー
ル
廃
止
に
伴
う
指
定
管
理
者

と
の
委
託
契
約
の
取
り
扱
い
及
び
違

約
金
発
生
の
有
無

○�

廃
止
時
期
を
延
期
し
、
市
民
意
見
を
確

認
し
た
う
え
で
再
検
討
す
る
必
要
性

○�

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
柔
軟
に
対
応
で
き

る
中
の
島
市
民
プ
ー
ル
跡
地
の
活
用
策

○�

同
跡
地
で
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
対
応
可

能
な
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

○�

市
内
外
の
利
用
者
を
厳
正
に
確
認
し
た

う
え
で
、
使
用
料
を
適
正
に
徴
収
す
る

仕
組
み
の
構
築

　
︿
賛
成
意
見
の
概
要
﹀

　

１　

中
の
島
・
南
千
里
市
民
プ
ー
ル
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
民
意

見
に
沿
っ
て
検
討
さ
れ
た
い
。
特
に
中
の

島
市
民
プ
ー
ル
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
や

各
種
体
育
関
係
団
体
が
利
用
で
き
、
柔
軟

な
運
用
が
可
能
な
整
備
を
し
、
新
た
な
検

討
を
重
ね
ら
れ
た
い
。

　

２　

市
内
使
用
料
と
市
外
使
用
料
を
正

し
く
徴
収
し
、
不
正
が
起
き
な
い
仕
組
み

を
確
立
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
市
内
在
勤
・

在
学
に
よ
り
市
内
使
用
料
を
徴
収
す
る
場

合
も
、
年
１
回
は
在
籍
確
認
を
要
望
す
る
。

　
︿
反
対
意
見
の
概
要
﹀

　

南
千
里
・
中
の
島
市
民
プ
ー
ル
廃
止
の

決
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
あ
ま
り
に
拙
速
で
あ

り
、
跡
地
活
用
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
十
分
、

市
民
に
対
案
を
示
し
て
い
な
い
中
で
、
廃

止
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と
に
は
賛
成
で
き

な
い
。

市
民
体
育
館
条
例
の
一
部
改
正

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

一
般
市
民
団
体
の
専
用
使
用
を
増
や
す

方
策
の
検
討

○�

他
市
の
体
育
館
使
用
料
の
算
定
根
拠

○�

団
体
の
専
用
使
用
と
個
人
使
用
の
使
用

料
収
入
で
は
な
く
、
利
用
者
数
で
の
振

り
分
け
に
よ
り
使
用
料
を
算
出
す
る

こ
と
の
妥
当
性

　
︿
意
見
の
概
要
﹀

　

市
民
体
育
館
使
用
料
の
改
定
案
は
受

益
と
負
担
の
公
平
性
を
担
保
し
て
い
な
い
。

今
後
の
改
定
は
、
基
本
方
針
を
見
直
す
、

あ
る
い
は
追
記
す
る
な
ど
、
確
か
な
方
針

を
定
め
た
う
え
で
の
使
用
料
改
定
と
な
る

よ
う
厳
し
く
指
摘
す
る
。

武
道
館
及
び
総
合
運
動
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
に
お
い
て
、

明
確
な
根
拠
で
採
点
基
準
の
配
点
を

決
定
す
る
必
要
性

○�

選
定
に
お
け
る
公
平
・
公
正
な
採
点
基

準
の
検
討

○�

吹
田
市
体
育
協
会
と
共
同
事
業
体
を
形

成
す
る
事
業
者
に
有
利
な
採
点
基
準
と

な
っ
て
い
る
こ
と
の
妥
当
性

○�

定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
だ
け
で

な
く
、
抜
き
打
ち
調
査
を
含
め
た
チ
ェ

ッ
ク
体
制
の
確
立

　
︿
意
見
の
概
要
﹀

　

指
定
管
理
者
の
選
定
委
員
会
に
お
け

る
採
点
基
準
13
項
目
の
配
点
に
つ
い
て
、

感
覚
的
に
配
点
を
決
め
て
い
る
状
況
が
議

事
録
か
ら
読
み
取
れ
る
。
今
後
は
全
庁
的
、

統
一
的
な
採
点
基
準
や
配
点
を
一
定
の
ル

ー
ル
の
下
で
決
定
さ
れ
た
い
。

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

私
立
の
中
学
校
や
高
校
で
の
利
用
に
お

い
て
、
生
徒
の
住
所
地
に
よ
り
使
用
料

が
異
な
る
こ
と
の
妥
当
性

○�

利
用
者
に
誤
解
を
招
く
こ
と
の
な
い
使

用
料
表
記
に
す
る
必
要
性

○�

利
用
者
に
分
か
り
に
く
い
使
用
料
区
分

に
変
更
す
る
こ
と
の
是
非

※
な
お
、
審
査
の
過
程
で
理
事
者
か
ら
、

別
表
の
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
使
用
料

の
う
ち
、「
高
校
生
以
下
の
使
用
料
の
額
」

を
「
高
校
生
以
下
ま
た
は
18
歳
未
満
の
使

用
料
の
額
」
に
修
正
し
た
い
と
の
原
案
修

正
の
申
し
出
が
あ
り
、
委
員
会
は
こ
れ
を

承
認
し
ま
し
た
。

剣道教室（武道館）

各
会
派
の
質
問

定
例
会
の
概
要

意

見

書

常
任
委
員
会

要
望
・
陳
情
議
決
結
果

議
会
の
は
な
し
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一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

�

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

休
日
急
病
診
療
所
移
転
の
適
地
や
構
造

設
備
の
検
討
時
に
お
け
る
、
医
療
関
係

者
等
か
ら
の
専
門
的
意
見
の
聴
取
の

有
無

○�

お
お
さ
か
・
す
い
た
ハ
ウ
ス
移
転
支
援

と
同
診
療
所
移
転
を
一
緒
に
行
う
メ

リ
ッ
ト

○�

移
転
後
の
同
診
療
所
の
利
用
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
、
駐
車
場
を
十
分
に
確

保
す
る
必
要
性

○�

よ
り
よ
い
適
地
が
見
つ
か
っ
た
際
に
、

同
診
療
所
の
移
転
先
を
変
更
す
る
可

能
性

◆
南
吹
田
地
域
地
下
水
汚
染
拡
散
状
況
調

査
業
務
に
つ
い
て

○�

南
吹
田
地
域
の
地
下
水
汚
染
の
原
因
者

と
し
て
蓋が

い

然ぜ
ん

性せ
い

が
非
常
に
高
い
と
市

が
認
識
し
て
い
る
事
業
者
と
の
合
意

書
作
成
に
向
け
た
協
議
を
記
録
し
た

文
書
の
有
無

○�

同
事
業
者
と
の
協
議
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
及
び

協
議
に
お
け
る
市
の
姿
勢
の
変
化

◆
認
定
こ
ど
も
園
佐
竹
台
幼
稚
園
給
食
調

理
業
務
に
つ
い
て

○�

ク
ッ
ク
チ
ル
方
式
で
の
給
食
提
供
の
安

全
性
の
確
保
策

○�

食
育
基
本
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
給
食

調
理
方
法
を
再
検
討
す
る
必
要
性

　
︿
賛
成
意
見
の
概
要
﹀

　

１　

休
日
急
病
診
療
所
の
機
能
が
よ
り

果
た
せ
る
最
適
な
土
地
に
早
急
に
移
転
が

可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
視
野
に
入
れ
、

今
後
も
各
事
業
を
迅
速
か
つ
丁
寧
に
進
め

て
い
く
よ
う
に
最
大
限
努
力
さ
れ
た
い
。

　

２　

認
定
こ
ど
も
園
佐
竹
台
幼
稚
園
に

お
い
て
、
ク
ッ
ク
チ
ル
方
式
で
給
食
調
理

業
務
を
委
託
す
る
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た

ち
の
食
の
安
全
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
、
衛

生
管
理
や
危
機
管
理
に
は
行
政
が
積
極
的

に
関
与
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

３　

南
吹
田
地
域
地
下
水
汚
染
対
策
費

用
は
、
本
市
の
み
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
、
汚
染
源
で
あ
る
蓋が

い

然ぜ
ん

性せ
い

の
高
い
企
業

に
対
し
て
、
具
体
的
な
協
力
内
容
を
明
記

し
た
合
意
書
の
締
結
を
含
め
、
応
分
の
負

担
を
求
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

４　

認
定
こ
ど
も
園
佐
竹
台
幼
稚
園
給

食
調
理
業
務
の
委
託
仕
様
書
案
に
つ
い
て
、

本
委
員
会
で
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
変

更
す
る
場
合
は
必
ず
報
告
す
る
よ
う
求
め

る
。
子
ど
も
の
食
の
安
全
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
、
市
の
責
任
を
果
た
さ
れ
た
い
。

　
５　

休
日
急
病
診
療
所
移
転
に
つ
い
て
、

本
来
の
目
的
や
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

適
地
を
し
っ
か
り
と
探
す
こ
と
を
強
く
求

め
る
。

　

６　

同
診
療
所
の
設
置
箇
所
に
つ
い
て

は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
開
発
に
併
せ
て
検

討
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
と
考
え
る
た
め
、

お
お
さ
か
・
す
い
た
ハ
ウ
ス
の
購
入
に
向

け
た
業
務
を
続
け
な
が
ら
、
引
き
続
き
検

討
さ
れ
た
い
。

　
︿
反
対
意
見
の
概
要
﹀

　

休
日
急
病
診
療
所
の
移
転
は
お
お
さ

か
・
す
い
た
ハ
ウ
ス
を
運
営
す
る
財
団
を

支
援
す
る
た
め
、
同
ハ
ウ
ス
の
購
入
あ
り

き
で
検
討
を
進
め
、
活
用
方
法
と
し
て
同

診
療
所
が
残
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
真
に
同
診

療
所
の
利
便
性
等
を
検
討
し
た
結
果
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
検
討
の
状
況
が
ず
さ
ん

で
あ
り
、
認
め
ら
れ
な
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
≪
質
疑
項
目
≫

○�

国
民
健
康
保
険
料
の
一
般
被
保
険
者
還

付
加
算
金
の
積
算
基
礎
と
な
っ
た
過

誤
納
金
の
額

　
︿
意
見
の
概
要
﹀

　

厚
生
労
働
省
に
対
し
て
、
地
方
税
法
に

基
づ
い
た
国
民
健
康
保
険
の
制
度
上
の
規

定
整
備
等
を
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
強
く

求
め
ら
れ
た
い
。

福

祉

環

境

市
営
葬
儀
条
例
の
一
部
改
正

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

や
す
ら
ぎ
苑
の
使
用
料
改
定
の
経
過
及

び
そ
の
理
由

○�

改
定
使
用
料
の
積
算
方
法

○�

昨
年
度
の
施
設
管
理
費
決
算
額
か
ら
改

定
使
用
料
を
算
出
す
る
こ
と
の
妥
当
性

○�

使
用
料
を
対
象
者
の
年
齢
に
よ
っ
て
区

分
す
る
理
由

○�

北
摂
各
市
の
火
葬
場
使
用
料
及
び
市
外

利
用
者
の
使
用
料

○�

や
す
ら
ぎ
苑
の
稼
働
状
況

※
な
お
、
審
査
の
過
程
で
理
事
者
か
ら
、

12
歳
以
上
の
者
の
や
す
ら
ぎ
苑
使
用
料

を
修
正
し
た
い
と
の
原
案
修
正
の
申
し
出

が
あ
り
、
委
員
会
は
こ
れ
を
承
認
し
ま
し

た
。

　
︿
意
見
の
概
要
﹀

　

１　

や
す
ら
ぎ
苑
に
つ
い
て
は
、
業
務

形
態
の
在
り
方
や
、
職
員
の
知
識
に
基
づ

く
修
繕
料
の
削
減
に
今
後
も
努
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

　
２　
使
用
料
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
は
現
状
把
握
に
し
っ
か
り
と
努
め
、

今
後
に
備
え
て
、市
民
に
理
解
、納
得
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
不
断
の
努
力
を
さ
れ
た

い
。
や
す
ら
ぎ
苑
を
安
定
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
肝
に
銘
じ
ら
れ
た
い
。

移転予定のおおさか・すいたハウス
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高
い
世
帯
に
対
す
る
福
祉
減
免
制
度

導
入
の
検
討

○�

職
員
一
人
当
た
り
の
営
業
収
益
が
高
い

市
や
水
道
料
金
が
安
価
な
市
か
ら
学

ぶ
べ
き
経
営
手
法

※
な
お
、
審
査
の
過
程
で
理
事
者
か
ら
、

平
均
改
定
率
を
17
・
７
％
か
ら
10
％
に

引
き
下
げ
、
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）

４
月
１
日
に
５
・
５
％
、
29
年
（
２
０
１

７
年
）
４
月
１
日
に
４
・
５
％
相
当
分
の

改
定
率
と
し
た
い
と
の
原
案
修
正
の
申
し

出
が
あ
り
、
委
員
会
は
こ
れ
を
承
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
申
し
出
に
際
し
、
料
金
算

定
期
間
を
平
成
28
年
度
（
２
０
１
６
年
度
）

か
ら
32
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）
ま
で
の

５
年
間
か
ら
、
平
成
28
年
度
（
２
０
１
６

年
度
）
か
ら
30
年
度
（
２
０
１
８
年
度
）

ま
で
の
３
年
間
と
し
た
い
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
︿
賛
成
意
見
の
概
要
﹀

　

１　

消
費
税
増
税
等
に
よ
り
市
民
生
活

が
大
変
な
状
況
の
中
で
、
施
設
や
経
年
管

の
更
新
等
に
多
額
の
事
業
費
が
必
要
と
な

る
た
め
、
水
道
料
金
値
上
げ
が
提
案
さ
れ

て
い
る
。審
査
の
過
程
で
、平
均
改
定
率
が

引
き
下
げ
ら
れ
、
市
民
生
活
の
負
担
軽
減

へ
の
努
力
が
見
ら
れ
た
。引
き
続
き
、安
全

で
お
い
し
い
水
の
提
供
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

２　

業
務
委
託
に
よ
る
職
員
数
の
大

幅
削
減
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
努
力
を

行
っ
て
き
た
点
は
評
価
で
き
る
が
、
老
朽

化
に
よ
る
設
備
更
新
や
設
備
投
資
な
ど
の

計
画
や
見
通
し
が
甘
か
っ
た
と
い
う
反
省

点
も
あ
る
。
今
後
、
審
議
会
等
の
意
見
を

反
映
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や
持
続
可
能

な
経
営
基
盤
の
確
立
を
期
待
す
る
。

　
︿
反
対
意
見
の
概
要
﹀

　

さ
ら
な
る
経
営
努
力
に
よ
り
効
率
化
を

図
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
を
維
持
で
き
る
見
通
し
が
な
い
ま

ま
で
、料
金
改
定
に
同
意
で
き
な
い
。ま
た
、

必
要
と
判
断
し
て
い
た
改
定
率
を
原
案
修

正
で
引
き
下
げ
て
お
り
、
反
対
す
る
。

視
察
報
告

　

常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

財
政
総
務

　

２
月
２
日
（
火
）
〜
３
日
（
水
）

○�

府
中
市
（
東
京
都
）　

公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

○�

八
王
子
市
（
東
京
都
）　

中
核
市
移
行

に
係
る
取
り
組
み

文
教
産
業

　
１
月
27
日
（
水
）
〜
28
日
（
木
）

○�

川
崎
市
（
神
奈
川
県
）　

Ｊ
リ
ー
グ
ク

ラ
ブ
連
携
・
魅
力
づ
く
り
事
業

○�
日
野
市
（
東
京
都
）　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
効
果
的
な
学
校
教
育
の
推
進

福
祉
環
境

　

２
月
８
日
（
月
）
〜
９
日
（
火
）

○�

前
橋
市
（
群
馬
県
）　

生
活
保
護
世
帯

及
び
経
済
的
困
窮
世
帯
へ
の
支
援

○�

柏
市
（
千
葉
県
）　

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム

建
　
　
設

　

２
月
８
日
（
月
）
〜
９
日
（
火
）

○�

市
川
市
（
千
葉
県
）　

自
転
車
走
行
空

間
の
整
備

○�

我あ

孫び

子こ

市
（
千
葉
県
）　
浸
水
対
策

議
会
日
誌

　

９
月
定
例
会
閉
会
日
以
後
の
主

な
議
会
活
動
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　
【
10
月
】

20
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
【
11
月
】

２
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

４
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

５
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

６
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

10
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

16
日　

�

吹
田
操
車
場
跡
地
等
の
ま
ち
づ

く
り
検
討
特
別
委
員
会

17
日　

�

議
会
運
営
委
員
会
、
都
市
環
境
防

災
対
策
特
別
委
員
会

27
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
【
12
月
】

４
日　
本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

８
日　
議
会
広
報
委
員
会

11
日　
本
会
議

14
日　
本
会
議

15
日　
本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

16
日　
本
会
議

建

設

水
道
条
例
の
一
部
改
正

�

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

料
金
値
上
げ
に
対
す
る
市
民
理
解
を
得

る
た
め
の
経
営
努
力
の
実
施

○�

消
費
税
増
税
を
考
慮
し
た
激
変
緩
和
措

置
の
導
入

○�

平
成
９
年
度
（
１
９
９
７
年
度
）
の
料

金
改
定
以
降
の
経
営
に
対
す
る
見
通

し
の
甘
さ

○�

地
下
水
利
用
者
に
対
す
る
本
市
水
道
水

利
用
の
働
き
か
け

○�

使
用
水
量
が
少
な
く
、
料
金
改
定
率
の小学校の水飲み場（吹田第三小学校）

各
会
派
の
質
問

定
例
会
の
概
要

意

見

書

常
任
委
員
会

要
望
・
陳
情
議
決
結
果

議
会
の
は
な
し
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議決結果

17
日　

�

常
任
委
員
会
（
財
政
総
務
、
文
教

産
業
、
福
祉
環
境
、
建
設
）

18
日　

�

常
任
委
員
会
（
財
政
総
務
、
文
教

産
業
、
福
祉
環
境
、
建
設
）

21
日　
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

22
日　
議
会
運
営
委
員
会

24
日　

�

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会
、
財

政
総
務
常
任
委
員
会
、
文
教
産
業

常
任
委
員
協
議
会

要
望
・
陳
情

　

９
月
定
例
会
閉
会
日
以
後
、
次

の
要
望
・
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

○�

沖
縄
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
施

設
建
設
の
早
期
実
現
、
沖
縄
米
軍
基
地

の
整
理
縮
小
及
び
負
担
軽
減
を
求
め

る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

○�

入
札
等
に
際
し
、
地
元
業
者
の
保
護
育

成
に
万
全
を
期
す
こ
と
な
ど
を
求
め

る
要
望
書

○�

議
会
傍
聴
時
の
子
ど
も
一
時
預
か
り
に

つ
い
て
の
要
望

○�

新
た
な
患
者
窓
口
負
担
増
を
や
め
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
を
求
め
る
陳

情
書

○�

中
の
島
市
民
プ
ー
ル
・
南
千
里
市
民
プ

ー
ル
の
廃
止
計
画
の
見
直
し
を
求
め

る
要
望
書

○�

岸
部
南
南
正
雀
２
号
線
（
東
村
踏
切
よ

り
南
側
部
分
）
の
植
栽
部
撤
去
工
事
の

延
期
を
求
め
る
要
望
書

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果
継続審査案件（平成 27年９月定例会提案分）
認定第 2 号 平成 26年度吹田市一般会計歳入歳出決算認定について� 決 認定
認定第 3 号 平成 26年度吹田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について� 決 認定
認定第 4 号 平成 26年度吹田市下水道特別会計歳入歳出決算認定について� 決 認定
認定第 5 号 平成 26年度吹田市部落有財産特別会計歳入歳出決算認定について� 決 認定
認定第 6 号 平成 26年度吹田市交通災害・火災等共済特別会計歳入歳出決算認定について� 決 認定
認定第 7 号 平成 26年度吹田市勤労者福祉共済特別会計歳入歳出決算認定について� 決 認定
認定第 8 号 平成 26年度吹田市自動車駐車場特別会計歳入歳出決算認定について� 決 認定
認定第 9 号 平成 26年度吹田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について� 決 認定
認定第 10号 平成 26年度吹田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について� 決 認定
認定第 11号 平成 26年度吹田市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決算認定について� 決 認定
認定第 12号 平成 26年度吹田市病院事業債管理特別会計歳入歳出決算認定について� 決 認定
報　　告
報告第 23号 吹田市開発ビル株式会社の経営状況について 報告
報告第 24号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
条　　例

議案第 100号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第 101号 吹田市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について� 財 原案可決
議案第 102号 吹田市教育委員会の職務権限の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について� 財 原案可決
議案第 103号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について� 財 原案可決
議案第 104号 吹田市交流活動館条例の一部を改正する条例の制定について� 文 原案可決
議案第 105号 吹田市立男女共同参画センター条例の一部を改正する条例の制定について� 文 原案可決
議案第 106号 吹田市営葬儀条例の一部を改正する条例の制定について� 福 原案可決
議案第 107号 吹田市有墓地条例の一部を改正する条例の制定について� 福 原案可決
議案第 108号 吹田市積立基金条例の一部を改正する条例の制定について� 建 原案可決
議案第 109号 吹田市開発事業の手続等に関する条例の一部を改正する条例の制定について� 建 原案可決
議案第 110号 吹田市水道条例の一部を改正する条例の制定について� 建 原案可決
議案第 111号 吹田市公民館条例の一部を改正する条例の制定について� 文 原案可決
議案第 112号 吹田市民プール条例の一部を改正する条例の制定について� 文 原案可決
議案第 113号 吹田市民体育館条例の一部を改正する条例の制定について� 文 原案可決
議案第 114号 吹田市立青少年クリエイティブセンター条例の一部を改正する条例の制定について� 文 原案可決
議案第 115号 吹田市自然体験交流センター条例の一部を改正する条例の制定について� 文 原案可決
議案第 116号 吹田市立武道館条例の一部を改正する条例の制定について� 文 原案可決
議案第 117号 吹田市立総合運動場条例の一部を改正する条例の制定について� 文 原案可決
議案第 118号 吹田市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について� 財 原案可決
議案第 119号 吹田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第 120号 吹田市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について� 財 原案可決


